
令和５年度 第１回町民ワークショップ 

テーマ「今年度の目標とスケジュールの共有」 

 

■日時・場所 

令和５年７月４日（火）18：00～20：30 本郷生涯学習センター 2 階 大会議室 

 

■参加者 

12 名 

 

■内容 

前半はまず、これまでの検討内容について全体で確認を行ったあと、今年度のスケジュール・進

め方について意見交換を行いました。次に、一般開放に向けた跡地使用ルールの事務局案を提示し、

希望や心配事について意見が出されました。後半では、今年度跡地で実施する実証 WS（イベント）

および実証実験について、町民企画の実施アイデアなどについて意見交換を行いました。 

 

■スケジュール 

時間 実施内容 

18：00～18：05 ○開会、あいさつ 

18：05～18：30 ○昨年度のふりかえりと今年度の予定 

18：30～19：20 ○実証 WS（イベント）および実証実験について 

 ①一般開放に向けた跡地使用ルールの意見交換 

 ②町民等企画について（せと市など） 

 （休憩） 

19：30～20：30  ③実証 WS についてのアイデアと意見交換 

 ○閉会 

 

■主な意見 

＜今年度の進め方について＞ 

・ワークショップだよりは全戸配布にしてほしい。 

・住民主体のイベントの経験はあまりないので、町にも積極的に関わってほしい。 

 

＜一般開放に向けた跡地使用ルールについて＞ 

・自転車で遊べるようにしてほしい。 

・外周を車が通り危険なので、ボールが外に出ない工夫や案内が必要。 

・地面がでこぼこなので、一定程度の整地が必要ではないか。 

・ペットについては、フンの始末や放し飼いの心配がある。 

 



＜実証 WS（イベント）および実証実験について＞ 

●せと市に関連して 

・駐車場からの動線や周遊を考えると、柵を取り払い、できればどこからでも入れるようにした方

が良いのではないか。 

・せと市用に設置する仮設トイレは継続して跡地で利用できないか。 

・雨が降るとぬかるんでしまうので、舗装の代わりにウッドチップを敷くなども考えられる。さら

に、これを敷くことそのものがワークショップになり、子どもたちも喜ぶ。 

・手を洗える場所があると良い。 

 

●実証ＷＳのアイデア 

・11 月末～12 月にクリスマスマルシェを実施したい。 

・実証ＷＳとして、8 月のせと市、冬のマルシェに加え、秋に子どものイベントを実施してはどう

だろうか。 

・キッチンカーはこれらに絡めて 2日程度であればやってくれると思うが、毎週土日は難しいと思

う。 

・今年同様、来年も 1月 14 日に歳の神を実施したい。 

・中高生が抜け落ちやすいので、どのようにこの輪に入ってもらうかは重要。イベント等を企画し

てもらうと良いのではないか。 

・町民が主体的に関わるのであれば、公民館等で社会教育活動をしている団体に関わってもらうの

が良いのではないか。 

・既存の祭りと連携する場合は事前の情報共有や調整を丁寧に行う必要がある。 

 

●日常使いについての意見 

・ベンチなど休める場所がほしい。 

・若松市内の園児の遠足時のお弁当を食べる場所として利用できそう。園の先生方にアプローチし、

利用後のアンケートを採れば、安全管理面等の意見も聞くことができる。そのための広報が必要。 

・散歩道、自転車に乗るところ、広場、子どもの遊び場くらいに分けて使ってみるのはどうか。広

場を真ん中に持ってきて、そこでボール遊びをすれば、道路とも距離があって危なくない。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


